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スウェーデンの所得把握法 
 
国民年金と厚生年金の一体化を議論する時に、必ず問題になるの

が自営業者の所得把握をどうするか、という問題である。しかし、

スウェーデンでは、すでに 1998 年の改革により、自営業者にも
所得比例年金を導入している。それでは所得把握がなぜ可能なの

か。しばしば指摘されているのは、国民１人１人に生まれつき付

与されている背番号（認識番号）を使って、所得に関する情報が

管理されていることである。 
 
しかし、それだけではない。所得を確認して保険料を徴収する税

務署が、その情報を完全に公開している。誰もが他人の申告所得

を知ることができるため、大きな取引の売上などの収入を隠して

いると、誰かが気づく可能性がある。また、自営業者は法定され

た帳簿を数年にわたり保管することが求められており、所得隠し

や滞納には強制執行や罰則が厳しく適用されている。 
 
わが国でも自営業者の所得把握には、納税者番号の導入が有効だ

という意見が有力である。しかし、税・保険料を支払うのが当然

だという国民の意識を培うような、情報公開や徴税体制が万全で

はないと、番号制も十分に機能しないのではないか。 
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